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三重県新地震・津波対策行動計画（案）に対する 

パブリックコメントの結果概要 

 

 

 

１ 意見募集期間 

平成２５年１２月２５日（水）～平成２６年１月２３日（木） 

 
２ 周知方法 

（１）県政記者クラブへの資料提供 
（２）三重県ホームページ（三重県、三重県防災対策部、三重の情報公開）へ

の掲載 
（３）市町及び防災関係機関あての文書照会  
（４）防災企画・地域支援課及び三重県情報公開・個人情報総合窓口での配布 

 
３ 意見募集の結果 

（１）意見提出の方法 

郵送 ファクシミリ 電子メール 合計 

０ １ ３ ４ 

 

（２）項目別延べ意見数（意見件数） 

項  目 意見数 

全体的な意見 １ 

第１章 計画策定の背景～これまでの取組と今後の方向性～ ０ 

第２章 計画策定の背景～地震被害想定～ ０ 

第３章 計画の基本的な考え方 ０ 

第４章 計画の基本事項 ０ 

第５章 行動計画 ２ 

第６章 「県民の命を守り抜く」ための選択・集中テーマ １ 

第７章 減災効果 ０ 

その他 ０ 

合  計 ４ 
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４ 意見に対する対応 

（１）対応状況 

項  目 意見数 

① 文章の修正、記述の追加等により、計画案に反映するもの ０ 

② 既に計画案に反映しているもの １ 

③ 今後の施策や事業の実施において検討・対応するもの ２ 

④ 何らかの理由で、計画案に反映することが難しいもの ０ 

⑤ その他（質問、感想、個別事案、他制度への意見等） １ 

合  計 ４ 

 

（２）意見とその対応 

（全体的な意見） 

 意見概要 対応 

１ 災害対策基本法の改正によ

り、指定避難所の指定、津波避

難施設の整備等、同じ問題を市

町毎で検討している。県内であ

る程度同じ考え方をもって対応

していくことができるよう、市

町と共同で考え方をまとめる

等、補助金の制度、データ提供

だけでなく、「考え方」について

もリーダーシップをとっていく

ことを追加していただきたい。

市町単位で検討しているため、

隣の町へ行けば基準、考え方が

異なってしまう。 

③ 地震・津波対策は、地勢の違い

や地域の実情など、それぞれに異

なる事情を考慮に入れて、具体的

な対策に取り組んでいくことが

必要であり、このことについて

は、第６章の選択・集中テーマ「避

難をあきらめないための対策を

進める」の項においても述べたと

ころです。 

しかしながら、ご意見の内容

は、今後の市町に対する支援を効

果的に進めていく上で必要な要

素であることから、今後、本計画

に盛り込んだ行動項目「避難所や

避難場所・津波避難ビル等の整備

支援」等の取組を進めていく中

で、各市町の実情を十分に把握す

るとともに、「三重県市町等防災

対策会議」等を通じて、必要な情

報の共有などを図っていきたい

と考えています。 
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（第５章 行動項目） 

 意見概要 対応 

２ 昨秋私の考案した「津波の消

波装置」が特許査定されました。 

本装置は、海面と海中に設置

した２枚のシートにより、破壊

力を伴う津波先頭の高波部分に

対して、強力なダメージを与え、

その力を低減させ、被害の減少

を意図するものです。 

今後、かなりの規模での実証

実験が要求される企画です。大

量のシートとロープが必要なた

め、繊維産業界が進出されるこ

とを期待します。 

⑤ ご提案のありました意見につ

きましては、今後の事務の参考と

させていただきます。 

 

３ 地域の安全・安心に役立つ情

報を提供するため、避難情報・

開設避難所情報など、災害時に、

公共情報コモンズから提供され

る防災情報を充実させる取組が

重要です。 

三重県での情報提供体制を強

化するにあたり、利用可能な多

様な手段の一つとして、公共情

報コモンズ運用に向けた取組の

推進を求めます。 

③ 公共情報コモンズとは、ICT を

活用して、災害時の避難勧告・指

示など地域の安心・安全に関する

きめ細かな情報の配信を簡素

化・一括化し、テレビ、ラジオな

どのさまざまなメディアを通じ

て、地域住民に迅速かつ効率的に

提供することを実現するもので

す。 

 この対応につきましては、現

在、準備を進めているところであ

り、第５章の施策「災害時の情報

収集・伝達体制の強化」において

も、「多様な手段を用いて、県民

の皆さんに災害情報を伝えてい

くための取組を進める」旨、明記

しているところです。 

 いただいたご意見をふまえ、早

期の本運用に向けて、引き続き、

取組を進めていきます。 
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（第６章 「県民の命を守り抜く」ための選択・集中テーマ） 

 意見概要 対応 

４ 「防災」を特別なものとして

ではなく、当たり前のものとし

て捉えていくには、学校等にお

ける児童生徒への教育が重要で

あり、その教育を受けたことに

よって、時を経ても代々、防災

に対する考え方等が受け継がれ

ていくものと考える。 

この計画には、そのことが詳

細に記載されており、教育の現

場に計画を反映させやすくなっ

ていると感じた。 

② 児童生徒への防災教育につい

ては、第５章の施策の一つとし

て、「防災教育の推進」を位置づ

けたほか、第６章においても、「防

災教育を通じて、次世代の防災の

担い手を育てる」ことを、選択・

集中テーマに掲げることにより、

注力して取り組んでいくことと

しています。  

引き続き、市町や地域等と連携

して、防災教育の取組を強力に進

めていきます。 

 

 


